
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衛生材料および消毒剤を収容する収容部およびこの収容部の開口縁に延在して設けられ
た延在部を備えた容器本体と、
　この容器本体の延在部に接合されてフラップ部を形成するとともに前記容器本体の収容
部を閉塞する蓋体と、
　 蓋 設けられ、前記容器本体
内をガス滅菌可能にするとともに菌の前記容器本体内への透過を防止する空隙部と
　を具備し、
　
　前記収容部は、前記延在部にて前記衛生材料を収容した衛生材料収容部および前記消毒
剤を収容した消毒剤収容部に区画され、
　前記フラップ部は、前記衛生材料収容部および前記消毒剤収容部の間の部分に剥離容易
に形成され剥離により前記衛生材料収容部および前記消毒剤収容部を連通させる連通部を
有し、前記衛生材料収容部側の少なくとも一部が剥離可能である
　ことを特徴とした衛生材料容器。
【請求項２】
　収容部は、上部と底部とが略平行に形成され、
　衛生材料収容部は、底部の一部がこの衛生材料収容部の底部の他の部分よりも上側に位
置した
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この 体における前記衛生材料収容部側の一部に滅菌紙により

前記滅菌紙は、前記蓋体の他の部分と一体的に形成され、



　ことを特徴とした請求項 記載の衛生材料容器。
【請求項３】
　収容部は、上部が消毒剤収容部側から衛生材料収容部側へと上方向に傾斜して形成され
、
　前記衛生材料収容部は、底部の一部がこの衛生材料収容部の底部の他の部分よりも上側
に位置した
　ことを特徴とした請求項 記載の衛生材料容器。
【請求項４】
　

　
【請求項５】
　消毒剤収容部は、変形可能な合成樹脂にて形成され、
　連通部は、前記消毒剤収容部側から衛生材料収容部側へと剥離する
　ことを特徴とした請求項１ないし４いずれか一記載の衛生材料容器。
【請求項６】
　連通部は、衛生材料収容部側から消毒剤収容部側へと剥離する
　ことを特徴とした請求項１ないし４いずれか一記載の衛生材料容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、衛生材料および消毒剤を収容した使い捨ての消毒用衛生材料容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、この種の衛生材料容器としては、いわゆる万能つぼなどの金属製の容器が用いら
れている。
【０００３】
　そして、たとえば病院などにて消毒する場合には、たとえば綿棒などの衛生材料とたと
えばエタノールなどの消毒剤とを万能つぼなどに収容し、この万能つぼ内にて衛生材料に
消毒剤を含浸させる。
【０００４】
　また、たとえばポリエチレン（ polyethylene）などの合成樹脂などにて形成された使い
捨ての衛生材料容器も用いられている。
【０００５】
　そして、この衛生材料容器にて梱包した衛生材料に消毒剤を注ぎ、この衛生材料に消毒
剤を含浸させる。
【０００６】
　さらに、たとえばポリエチレンなどの合成樹脂、あるいはいわゆるラミネートフィルム
などにて袋状に形成され、予め消毒剤が含浸された衛生材料を収容した衛生材料容器も用
いられている。
【０００７】
　また、特開平７－３００１６１号公報に記載されているように、複数、たとえば２つの
収容部を、連結部を介して連結し、蓋体にてこれら収容部間の連結部が剥離可能となるよ
うに収容部を閉塞した構成の衛生材料容器も用いられている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、上述の万能つぼを用いる衛生材料容器では、使用するごとにこの万能つ
ぼを滅菌し、かつ使用する前に衛生材料および消毒剤をこの万能つぼに収容しなければな
らないことにより、作業に手間がかかるとともに、消毒剤の量の調整が困難であるなど使
い勝手がよくない。
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１

衛生材料収容部は、底部から上側に突出した２つの段部が形成され、これら段部間の底
部が底部の他の部分よりも上側に突出している

ことを特徴とした請求項１ないし３いずれか一記載の衛生材料容器。



【０００９】
　また、上述のポリエチレンなどの合成樹脂などにて形成された使い捨ての衛生材料容器
では、衛生材料に消毒剤を含浸させる手間がかかるとともに、消毒剤の量の調整が困難で
あるなど使い勝手がよくない。
【００１０】
　さらに、ポリエチレンなどの合成樹脂、あるいは袋状のラミネートフィルムにて形成さ
れ、予め消毒剤が含浸された衛生材料を収容した衛生材料容器では、衛生材料に消毒剤を
含浸させた状態で長時間置くことにより、この消毒剤の消毒効果が低下する可能性がある
。また、たとえば衛生材料として綿棒などを用いた場合には、この綿棒などの軸部にまで
消毒剤が付いてしまうなど、使い勝手がよくない。
【００１１】
　そして、特開平７－３００１６１号公報に記載の衛生材料容器では、収容部が閉塞され
ているため、衛生材料および消毒剤を滅菌する際にガンマ線滅菌などの放射線滅菌しかで
きず、衛生材料および消毒剤のいずれか一方のみを選択的に滅菌できないという問題があ
る。
【００１２】
　本発明は上記問題点に鑑みなされたもので、衛生材 滅菌が可能で、消毒効果が低下
せず、使い勝手のよい衛生材料容器を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の衛生材料容器は、衛生材料および消毒剤を収容する収容部およびこの収
容部の開口縁に延在して設けられた延在部を備えた容器本体と、この容器本体の延在部に
接合されてフラップ部を形成するとともに前記容器本体の収容部を閉塞する蓋体と、
蓋 設けられ、前記容器本体内をガ
ス滅菌可能にするとともに菌の前記容器本体内への透過を防止する空隙部とを具備し、

前記収容部は、前記延在部にて前
記衛生材料を収容した衛生材料収容部および前記消毒剤を収容した消毒剤収容部に区画さ
れ、前記フラップ部は、前記衛生材料収容部および前記消毒剤収容部の間の部分に剥離容
易に形成され剥離により前記衛生材料収容部および前記消毒剤収容部を連通させる連通部
を有し、前記衛生材料収容部側の少なくとも一部が剥離可能であるものである。
【００１４】
　そして、延在部にて区画された衛生材料収容部および消毒剤収容部にてそれぞれ衛生材
料および消毒剤を別個に収容することにより、使用する直前まで衛生材料に消毒剤が含浸
されないため、この衛生材料に消毒剤を含浸させた状態で長時間放置せずに済み、消毒剤
の消毒効果の低下が防止される。
【００１５】
　また、フラップ部の衛生材料収容部および消毒剤収容部の間の部分に、剥離により衛生
材料収容部および消毒剤収容部を連通させる連通部を剥離容易に形成することにより、消
毒剤を衛生材料に容易に含浸させることができる。さらに、消毒剤収容部には消毒剤を予
め量を調整して収容することが可能であるため、衛生材料にこの消毒剤を含浸させる際に
この消毒剤の量を調整する必要がなくなる。また、フラップ部における衛生材料収容部側
の少なくとも一部が剥離可能であることにより、衛生材料を容易に衛生材料収容部から取
り出すことができる。この結果、使い勝手が向上する。
【００１６】
　そして 蓋体 に容器本体内をガス滅菌可能にするとと
もに菌の容器本体内への透過を防止する空隙部を 設けたことにより、ガス滅
菌にて衛生材 滅菌が可能である

【００１７】
　請求項 記載の衛生材料容器は、請求項 記載の衛生材料容器において、収容部は、上
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料の

この
体における前記衛生材料収容部側の一部に滅菌紙により

前
記滅菌紙は、前記蓋体の他の部分と一体的に形成され、

、 における衛生材料収容部側の一部
滅菌紙により

料収容部のみの とともに、滅菌紙を蓋体の他の部分と一体
的に形成したことで、製造性が向上する。

２ １



部と底部とが略平行に形成され、衛生材料収容部は、底部の一部がこの衛生材料収容部の
底部の他の部分よりも上側に位置したものである。
【００１８】
　そして、収容部の上部と底部とを略平行に形成し、衛生材料収容部の底部の一部をこの
衛生材料収容部の底部の他の部分よりも上側に位置させることにより、衛生材料収容部と
消毒剤収容部とを連通させた後、消毒剤が収容部の上部および底部を伝いにくく衛生材料
収容部全体へと流入しにくい。この結果、衛生材料全体に消毒剤が付着などせず衛生材料
の必要な部分にのみ消毒剤を含浸させることができこの衛生材料の取り扱いを容易にでき
るため、作業性が向上する。
【００１９】
　請求項 記載の衛生材料容器は、請求項 記載の衛生材料容器において、収容部は、上
部が消毒剤収容部側から衛生材料収容部側へと上方向に傾斜して形成され、前記衛生材料
収容部は、底部の一部がこの衛生材料収容部の底部の他の部分よりも上側に位置したもの
である。
【００２０】
　そして、収容部の上部を消毒剤収容部側から衛生材料収容部側へと上方向に傾斜して形
成し、衛生材料収容部の底部の一部をこの衛生材料収容部の底部の他の部分よりも上側に
位置させることにより、衛生材料収容部と消毒剤収容部とを連通させた後、消毒剤が収容
部の上部および底部を伝いにくく衛生材料収容部全体へと流入しにくい。この結果、衛生
材料全体に消毒剤が付着などせず衛生材料の必要な部分にのみ消毒剤を含浸させることが
できこの衛生材料の取り扱いを容易にできるため、作業性が向上する。
【００２１】
　

【００２２】
　

【００２３】
　請求項５記載の衛生材料容器は、請求項１ないし４いずれか一記載の衛生材料容器にお
いて、消毒剤収容部は、変形可能な合成樹脂にて形成され、連通部は、前記消毒剤収容部
側から衛生材料収容部側へと剥離するものである。
【００２４】
　そして、消毒剤収容部を変形可能な合成樹脂にて形成し、連通部が消毒剤収容部側から
衛生材料収容部側へと剥離することにより、消毒剤収容部を変形させることで連通部を消
毒剤収容部側から衛生材料収容部側へと剥離させ消毒剤を衛生材料に含浸させることがで
きるため、作業性がよく使い勝手が向上する。
【００２５】
　請求項６記載の衛生材料容器は、請求項１ないし４いずれか一記載の衛生材料容器にお
いて、連通部は、衛生材料収容部側から消毒剤収容部側へと剥離するものである。
【００２６】
　そして、連通部が衛生材料収容部側から消毒剤収容部側へと剥離することにより、衛生
材料収容部に収容された衛生材料にて連通部をこの衛生材料収容部側から消毒剤収容部側
へと剥離させて消毒剤を衛生材料に含浸させることができるため、作業性がよく使い勝手
が向上するとともに、消毒剤が消毒剤収容部に残りにくいのでこの消毒剤を効率よく使用
できる。
【００２７】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の衛生材料容器の の構成を図１および図２を参照して説明する。
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３ １

請求項４記載の衛生材料容器は、請求項１ないし３いずれか一記載の衛生材料容器にお
いて、衛生材料収容部は、底部から上側に突出した２つの段部が形成され、これら段部間
の底部が底部の他の部分よりも上側に突出しているものである。

そして、衛生材料収容部の底部から２つの段部を上側に突出し、これら段部間の底部を
、底部の他の部分よりも上側に突出させることにより、消毒剤収容部からの消毒剤が衛生
材料収容部の端部近傍へと流入することが防止される。

前提技術



【００２８】
　図１および図２において、１は衛生材料容器であり、この衛生材料容器１は、上側を開
口した容器本体２とこの容器本体２の上側開口を閉塞する蓋体３とで構成されている。
【００２９】
　ここで、容器本体２は、たとえばポリプロピレン（ polypropylene:PP）、ポリエチレン
テレフタレート（ polyethylene terephthalate:PET）、ポリエチレン、ポリアクリロニト
リル（ polyacrylonitrile:PAN）、ポリアミド（ polyamide:PA）、エチレン・ビニルアル
コール共重合体（ ethylene vinyl alcohol copolymer:EVOH）、ポリビニルアルコール（ p
olyvinyl alcohol:PVA）、酸化珪素蒸着フィルムなどの合成樹脂、あるいはこれら合成樹
脂を組み合わせた材料にて形成されている。この容器本体２は、好ましくはある程度の剛
性を持たせ、たとえば作業台などに置いた際に安定感があるようにする。また、この容器
本体２は、平面視で略細長矩形状に形成されており、略矩形箱状に形成された収容部４と
、この収容部４の開口縁の周縁からこの収容部４の周囲に延在して設けられた延在部５と
で構成されている。
【００３０】
　この収容部４は、上部 4aと底部 4bとの面方向が略平行に形成されている。また、この収
容部４は、この収容部４の長手方向に沿って、延在部５の一部によりそれぞれ衛生材料収
容部 11および消毒剤収容部 12に区画されている。この衛生材料収容部 11は、たとえば消毒
剤収容部 12の長手寸法よりも大きい長手寸法を有しており、この衛生材料収容部 11には、
衛生材料としてのたとえば綿棒 13が収容されている。
【００３１】
　この綿棒 13は、細長棒状の軸部 13aを有しており、この軸部 13aの軸方向の一端には、綿
にて形成された略球状の吸収体部 13bが取り付けられている。そして、この綿棒 13は、吸
収体部 13bを消毒剤収容部 12側に向けた状態で衛生材料収容部 11に収容されている。
【００３２】
　一方、消毒剤収容部 12には、液状の消毒剤 14が収容されている。この消毒剤 14は、たと
えばエタノール（ ethanol）、あるいはイソプロパノール（ isopropanol）などのアルコー
ル、ポビドンヨード、グルコン酸クロルヘキシジン、塩化ベンザルコニウム、塩化ゼンゼ
トニウムなどの物質、あるいはこれらの物質を混合させたものである。
【００３３】
　さらに、前記延在部５は、収容部４の開口縁からこの収容部４の周囲全域に沿って、こ
の収容部４の外側方向に略等距離に突出して延在している。
【００３４】
　そして、蓋体３は、平面視で容器本体２に略沿った略矩形状に形成されている。この蓋
体３は、容器本体２と同様の合成樹脂などにて形成されている。また、この蓋体３は、延
在部５とたとえば接着剤などにて接合され、収容部４を閉塞するとともにこの延在部５と
接合された部分がフラップ部 15として形成されている。このフラップ部 15における衛生材
料収容部 11の外周縁は、たとえば蓋体３がポリエチレンにて形成されている場合に、２．
９４Ｎ／１５ mm～６．８６Ｎ／１５ mm程度の剥離強度となるように接合を阻害する素材を
混入して蓋体３と延在部５とを接合した、いわゆるイージーピールとなっている。この結
果、このフラップ部 15における衛生材料収容部 11の外周縁は剥離可能となっている。
【００３５】
　さらに、この蓋体３の長手方向における衛生材料収容部 11側の一端には、非接合部 16が
形成されている。この非接合部 16は、衛生材料収容部 11の長手方向における消毒剤収容部
12と反対側の延在部５の位置に形成されている。この非接合部 16を把持した状態で、蓋体
３をこの蓋体３の長手方向における消毒剤収容部 12側へと移動させることにより、衛生材
料収容部 11の外周縁のフラップ部 15が容器本体２と蓋体３とに剥離される。
【００３６】
　また、フラップ部 15における衛生材料収容部 11および消毒剤収容部 12の間の部分には、
剥離容易な連通部 21が形成されている。この連通部 21は、剥離することにより衛生材料収
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容部 11と消毒剤収容部 12とを連通させる。
【００３７】
　そして、容器本体２の衛生材料収容部 11側には、空隙部 22が設けられている。この空隙
部 22は、たとえば直径０．４５μ m程度の穴口を有している。ここで、菌の大きさは最小
で約０．４５μ m～０．２μ m程度であるため、この空隙部 22はたとえばエチレンオキサイ
ド（ ethylene oxide:EO）などのガスが透過でき、かつ菌が通過できない。このため、こ
の空隙部 22により、容器本体２内はガス滅菌可能であるとともに、菌の透過が防止されて
いる。
【００３８】
　この結果、衛生材料容器１は、「第１４改正日本薬局法通則」に定める気密容器、すな
わち、通常の取り扱い、運搬あるいは保存状態において、液状、固形の異物、および水分
が浸入せず、内容医薬品である消毒剤 14の損失、風解、潮解、および蒸発などを保護する
ことができる容器となっている。
【００３９】
　次に、上記 の作用を説明する。
【００４０】
　まず、エチレンオキサイドなどにて衛生材料容器１をガス滅菌する。この際には、エチ
レンオキサイドが空隙部 22を透過して衛生材料収容部 11に流入し、綿棒 13を滅菌する。
【００４１】
　この後、衛生材料収容部 11を押圧などすると、この衛生材料収容部 11の内圧が増加する
。
【００４２】
　すると、この衛生材料収容部 11の内圧の増加にて連通部 21が圧迫されることにより、こ
の連通部 21が剥離して衛生材料収容部 11と消毒剤収容部 12とが連通し、消毒剤 14がこの連
通部 21を介して衛生材料収容部 11に流入する。
【００４３】
　次いで、衛生材料収容部 11に流入した消毒剤 14は、綿棒 13の吸収体部 13bに含浸される
。
【００４４】
　そして、消毒剤 14が綿棒 13の吸収体部 13bに充分に含浸された後、蓋体３の非接合部 16
を把持した状態で、蓋体３をこの蓋体３の長手方向における消毒剤収容部 12側へと移動さ
せて、衛生材料収容部 11の外周縁のフラップ部 15を容器本体２と蓋体３とに剥離させる。
【００４５】
　この後、綿棒 13の軸部 13aを把持してこの綿棒 13を衛生材料収容部 11から取り出し、こ
の綿棒 13を使用して消毒する。
【００４６】
　上述したように、上記 によれば、延在部５にて区画した衛生材料収容部 11およ
び消毒剤収容部 12にてそれぞれ綿棒 13および消毒剤 14を別個に収容したことにより、これ
ら綿棒 13および消毒剤 14を使用する直前までこの綿棒 13に消毒剤 14が含浸されない。この
結果、この綿棒 13に消毒剤 14を含浸させた状態で長時間放置せずに済むので、消毒剤 14の
消毒効果の低下および菌の混入などを防止できる。
【００４７】
　また、フラップ部 15の衛生材料収容部 11および消毒剤収容部 12の間の部分に、連通部 21
を剥離容易に形成したことにより、消毒剤 14を綿棒 13に容易に含浸させることができる。
さらに、消毒剤収容部 12には消毒剤 14を、予め量を調整して収容できるため、綿棒 13に消
毒剤 14を含浸させる際にこの消毒剤 14の量を調整する必要がなくなる。また、フラップ部
15における衛生材料収容部 11の外周縁が剥離可能であることにより、使用直前まで綿棒 13
を衛生材料収容部 11に収容しておくことができるとともに、このフラップ部 15における衛
生材料収容部 11の外周縁を非接合部 16から容易に剥離でき、消毒剤 14を含浸させた後に綿
棒 13を容易に衛生材料収容部 11から取り出すことができるので作業性を向上できる。この
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結果、使い勝手を向上できる。
【００４８】
　そして、容器本体２の衛生材料収容部 11にこの衛生材料収容部 11内をガス滅菌可能にす
るとともに菌の衛生材料収容部 11内への透過を防止する空隙部 22を設けたことにより、ガ
ス滅菌により綿棒 13のみを選択的に滅菌できる。
【００４９】
　さらに、綿棒 13は、吸収体部 13bを消毒剤 14側に向けて衛生材料収容部 11に収容したこ
とにより、連通部 21が剥離して消毒剤 14が衛生材料収容部 11に流入した際に消毒剤 14を効
率よくこの吸収体部 13bに含浸させることができるとともに、軸部 13aに消毒剤 14が付着し
にくくできる。
【００５０】
　また、綿棒 13および消毒剤 14を予め衛生材料容器１に収容していることにより、これら
綿棒 13および消毒剤 14を必要な分だけ使用できるため、これら綿棒 13および消毒剤 14の無
駄使いを少なくできる
【００５１】
　次に、本発明の第 の実施の形態を図３を参照して説明する。
【００５２】
　この図３に示す実施の形態は、 と基本的に同様の構成を有しているが、蓋
体３における衛生材料収容部 11の長手方向の略中心域が、たとえば滅菌紙 23にて形成され
ている。この滅菌紙 23には、たとえば穴口の直径寸法が０．２２μ m以下の微細な空隙部 2
2が複数設けられている。さらに、この滅菌紙 23は、蓋体３における他の部分と一体に形
成されている。
【００５３】
　そして、 と同様に、エチレンオキサイドなどにてガス滅菌する。
【００５４】
　このとき、エチレンオキサイドが滅菌紙 23の空隙部 22から衛生材料収容部 11内に流入し
、綿棒 13を消毒する。
【００５５】
　そして、消毒をする際には、 と同様に、綿棒 13の吸収体部 13bに消毒剤 14
を含浸させた後、フラップ部 15を剥離して綿棒 13を衛生材料収容部 11から取り出して使用
する。
【００５６】
　上述したように、上記第 の実施の形態によれば、延在部５にて区画した衛生材料収容
部 11および消毒剤収容部 12にてそれぞれ綿棒 13および消毒剤 14を別個に収容するなど、

と同様の構成を有することにより、 と同様の作用効果を奏するこ
とができる。
【００５７】
　また、滅菌紙 23にて蓋体３の一部を形成することにより、綿棒 13の選択的な滅菌をより
容易にできるとともに、製造性を向上できる。
【００５８】
　なお、上記第 の実施の形態において、衛生材料容器１は、図４に示すように、蓋体３
の長手方向における衛生材料収容部 11側の略半分の領域を全て滅菌紙 23にて形成してもよ
い
【００５９】
　次に、本発明の第 の実施の形態を図５を参照して説明する。
【００６０】
　この図５に示す実施の形態は、 実施の形態と基本的に同様の構成を有しているが、
収容部４は、上部 4aが消毒剤収容部 12側から衛生材料収容部 11側へと、上方向に傾斜して
いる。
【００６１】
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　また、衛生材料収容部 11は、底部 4bにおけるこの衛生材料収容部 11の長手方向の非接合
部 16側の一端に段部 24が形成され、この段部 24により底部 4bにおけるこの衛生材料収容部
11の長手方向の非接合部 16側の一端が、この底部 4bの他の部分よりも上側に位置している
。
【００６２】
　そして、消毒をする際には、 実施の形態と同様に、衛生材料容器１をガス滅菌した
後、衛生材料収容部 11を押圧するなどして連通部 21を剥離させる。
【００６３】
　すると、衛生材料収容部 11と消毒剤収容部 12とが連通部 21を介して連通し、消毒剤 14が
衛生材料収容部 11へと流入する。
【００６４】
　このとき、収容部４の上部 4aが消毒剤収容部 12側から衛生材料収容部 11側へと上方向に
傾斜しているため、衛生材料収容部 11へと流入した消毒剤 14がこの上部 4aを伝いにくいの
で、消毒剤 14が衛生材料収容部 11全体へと流入しにくい。
【００６５】
　また、段部 24にてこの衛生材料収容部 11における非接合部 16近傍への流入を防止され、
この消毒剤 14が段部 24よりも消毒剤収容部 12側に留まり、綿棒 13の軸部 13aへのこの消毒
剤 14の付着を防止する。
【００６６】
　そして、消毒剤 14を綿棒 13の吸収体部 13bに充分に含浸させた後、この綿棒 13を衛生材
料収容部 11から取り出して使用する。
【００６７】
　上述したように、上記第 の実施の形態によれば、延在部５にて区画した衛生材料収容
部 11および消毒剤収容部 12にてそれぞれ綿棒 13および消毒剤 14を別個に収容するなど、

実施の形態と同様の構成を有することにより、 実施の形態と同様の作用効果を奏す
ることができる。
【００６８】
　また、綿棒 13の軸部 13aに消毒剤 14がより付着しにくいので、この綿棒 13を使用する際
に使用者の手に消毒剤 14が付着などせずこの綿棒 13の吸収体部 13bにのみ消毒剤 14を含浸
させることができ、この綿棒 13の取り扱いを容易にできるため、作業性を向上できる。
【００６９】
　さらに、収容部４の上部 4aを消毒剤収容部 12側から衛生材料収容部 11側へと上方向に傾
斜させたことにより、綿棒 13を衛生材料収容部 11からより取り出しやすくできる。
【００７０】
　なお、上記第 の実施の形態において、衛生材料容器１は、図６に示すように、収容部
４の上部 4aを傾斜させなくてもよい。
【００７１】
　また、衛生材料容器１は、図７に示すように、段部 24を衛生材料収容部 11にたとえば２
箇所設けて、底部 4bの一部をこの底部 4bの他の部分よりも上側に突出させてもよい。
【００７２】
　さらに、上記各実施の形態において、消毒剤収容部 12は、たとえばアルミニウム箔、ア
ルミ蒸着フィルム、あるいは酸化アルミ蒸着フィルムなどで形成し、消毒剤 14の劣化を防
止してもよい。
【００７３】
　次に、本発明の第 の実施の形態を図８を参照して説明する。
【００７４】
　この図８に示す実施の形態は、 実施の形態と基本的に同様の構成を有しているが、
フラップ部 15における衛生材料収容部 11および消毒剤収容部 12の間は、蓋体３の幅方向の
全域にわたって剥離容易な帯状の剥離部 25となっている。この剥離部 25の幅方向における
消毒剤収容部 12側の一端には、消毒剤収容部 12と連通した連通部 21が形成され、この連通
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部 21は、略三角形状に衛生材料収容部 11側へと突出している。この結果、この連通部 21は
、消毒剤収容部 12側から衛生材料収容部 11側へと剥離容易となっている。さらに、消毒剤
収容部 12は、変形可能な合成樹脂にて形成されている。
【００７５】
　そして、消毒する際には、 実施の形態と同様に、衛生材料容器１をガス滅菌する。
【００７６】
　この後、消毒剤収容部 12を圧縮、あるいは押圧などすると、この消毒剤収容部 12の内圧
が増加して剥離部 25がこの消毒剤収容部 12の内圧にて圧迫される。
【００７７】
　さらに、この消毒剤収容部 12の内圧による圧迫にて連通部 21が消毒剤収容部 12側から衛
生材料収容部 11側へと剥離して衛生材料収容部 11と消毒剤収容部 12とが連通し、消毒剤 14
がこの連通部 21を介して衛生材料収容部 11に流入する。
【００７８】
　そして、消毒剤 14を綿棒 13の吸収体部 13bに充分に含浸させた後、綿棒 13を衛生材料収
容部 11から取り出して、この綿棒 13を使用する。
【００７９】
　上述したように、上記第 の実施の形態によれば、延在部５にて区画した衛生材料収容
部 11および消毒剤収容部 12にてそれぞれ綿棒 13および消毒剤 14を別個に収容するなど、上
記実施の形態と同様の構成を有することにより、 実施の形態と同様の作用効果を奏す
ることができる。
【００８０】
　また、消毒剤収容部 12を変形可能な合成樹脂にて形成し、連通部 21が消毒剤収容部 12側
から衛生材料収容部 11側へと剥離することにより、消毒剤収容部 12を圧縮、あるいは押圧
などにて変形させて連通部 21を消毒剤収容部 12側から衛生材料収容部 11側へと剥離させ、
消毒剤 14を綿棒 13に含浸させることができるため、作業性がよく使い勝手を向上できる。
【００８１】
　なお、上記第 の実施の形態において、衛生材料容器１は、図９に示すように、連通部
21を衛生材料収容部 11側から消毒剤収容部 12側へと拡開して設けてもよい。
【００８２】
　また、連通部 21は、衛生材料収容部 11側から消毒剤収容部 12側へと剥離するようにして
もよい。この場合には、綿棒 13を連通部 21に押し当てるなどしてこの連通部 21を衛生材料
収容部 11側から消毒剤収容部 12側へと剥離させ、この綿棒 13の吸収体部 13bを消毒剤収容
部 12に挿入することにより、この綿棒 13の吸収体部 13bに消毒剤 14をより容易に含浸させ
ることができ、作業性がよく使い勝手を向上できる。同時に、この吸収体部 13bに消毒剤 1
4を効率よく含浸させることができ、消毒剤 14を液残りなく効率よく使用できる。
【００８３】
　さらに、上記各実施の形態において、衛生材料はガーゼ、脱脂綿、あるいは綿球などで
もよい。
【００８４】
　そして、空隙部 22の穴口は、０．１μ m程度の大きさを有するマイコプラズマ（ mycopla
sma）が容器本体２内に透過できない大きさとしてもよい。
【００８５】
　また、フラップ部 15は、たとえば熱溶着などにて接合してもよい。この場合には、この
フラップ部 15における衛生材料収容部 11の外周縁、あるいは連通部 21を接合する際に、熱
溶着の温度、あるいは圧力を変化させるなどして剥離可能となるように接合する。
【００８６】
　さらに、フラップ部 15における衛生材料収容部 11の外周縁および連通部 21の剥離強度は
、容器本体２および蓋体３の材質に応じて変化させ、たとえば蓋体３がいわゆる凝集剥離
フィルムの場合には、これらフラップ部 15における衛生材料収容部 11の外周縁および連通
部 21の剥離強度を７．８４Ｎ／１５ mm～１４．７Ｎ／１５ mmにする。
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【００８７】
【発明の効果】
　請求項１記載の衛生材料容器によれば、延在部にて区画された衛生材料収容部および消
毒剤収容部にてそれぞれ衛生材料および消毒剤を別個に収容したことにより、使用する直
前まで衛生材料に消毒剤が含浸されないため、この衛生材料に消毒剤を含浸させた状態で
長時間放置せずに済み、消毒剤の消毒効果の低下を防止できる。
【００８８】
　また、フラップ部の衛生材料収容部および消毒剤収容部の間の部分に、剥離により衛生
材料収容部および前記消毒剤収容部を連通させる連通部を剥離容易に形成したことにより
、消毒剤を衛生材料に容易に含浸させることができる。さらに、消毒剤収容部には消毒剤
を予め量を調整して収容できるため、衛生材料にこの消毒剤を含浸させる際にこの消毒剤
の量を調整する必要がなくなる。また、フラップ部における衛生材料収容部側の少なくと
も一部が剥離可能であることにより、衛生材料を容易に衛生材料収容部から取り出すこと
ができる。この結果、使い勝手を向上できる。
【００８９】
　そして 蓋体 に容器本体内をガス滅菌可能にするとと
もに菌の容器本体内への透過を防止する空隙部を設けたことにより、ガス滅菌によ

滅菌できる

【００９０】
　請求項 記載の衛生材料容器によれば、収容部の上部と底部とを略平行に形成し、衛生
材料収容部の底部の一部をこの衛生材料収容部の底部の他の部分よりも上側に位置させる
ことにより、衛生材料収容部と消毒剤収容部とを連通させた後、消毒剤が収容部の上部お
よび底部を伝いにくく衛生材料収容部全体へと流入しにくくできる。この結果、衛生材料
全体に消毒剤が付着などせず衛生材料の必要な部分にのみ消毒剤を含浸させることができ
この衛生材料の取り扱いを容易にできるため、作業性を向上できる。
【００９１】
　請求項 記載の衛生材料容器によれば、収容部の上部を消毒剤収容部側から衛生材料収
容部側へと上方向に傾斜して形成し、衛生材料収容部の底部の一部をこの衛生材料収容部
の底部の他の部分よりも上側に位置させることにより、衛生材料収容部と消毒剤収容部と
を連通させた後、消毒剤が収容部の上部および底部を伝いにくく衛生材料収容部全体へと
流入しにくくできる。この結果、衛生材料全体に消毒剤が付着などせず衛生材料の必要な
部分にのみ消毒剤を含浸させることができこの衛生材料の取り扱いを容易にできるため、
作業性を向上できる。
【００９２】
　

【００９３】
　請求項５記載の衛生材料容器によれば、消毒剤収容部を変形可能な合成樹脂にて形成し
、連通部が消毒剤収容部側から衛生材料収容部側へと剥離することにより、消毒剤収容部
を変形させることで連通部を消毒剤収容部側から衛生材料収容部側へと剥離させ消毒剤を
衛生材料に含浸させることができるため、作業性がよく使い勝手を向上できる。
【００９４】
　請求項６記載の衛生材料容器によれば、連通部が衛生材料収容部側から消毒剤収容部側
へと剥離することにより、衛生材料収容部に収容された衛生材料にて連通部をこの衛生材
料収容部側から消毒剤収容部側へと剥離させて消毒剤を衛生材料に含浸させることができ
るため、作業性がよく使い勝手を向上できるとともに、消毒剤が消毒剤収容部に残りにく
いのでこの消毒剤を効率よく使用できる。
【図面の簡単な説明】
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、 における衛生材料収容部側の一部
り衛生

材料収容部のみを とともに、滅菌紙を蓋体の他の部分と一体的に形成したこと
で、製造性を向上できる。

２

３

請求項４記載の衛生材料容器によれば、衛生材料収容部の底部から２つの段部を上側に
突出し、これら段部間の底部を、底部の他の部分よりも上側に突出させることにより、消
毒剤収容部からの消毒剤が衛生材料収容部の端部近傍へと流入することを防止できる。



【図１】　本発明の衛生材料容器の を示す平面図である。
【図２】　同上衛生材料容器を示す側面図である。
【図３】　本発明の衛生材料容器の第 の実施の形態を示す平面図である。
【図４】　同上衛生材料容器の他の例を示す平面図である。
【図５】　本発明の衛生材料容器の第 の実施の形態における連通部の剥離後の状態を示
す側面図である。
【図６】　同上衛生材料容器の他の例における連通部の剥離後の状態を示す側面図である
。
【図７】　同上衛生材料容器のさらに他の例における連通部の剥離後の状態を示す側面図
である。
【図８】　本発明の衛生材料容器の第 の実施の形態の一部を示す平面図である。
【図９】　同上衛生材料容器の他の例を示す平面図である。
【符号の説明】
　　　　１　　衛生材料容器
　　　　２　　容器本体
　　　　３　　蓋体
　　　　４　　収容部
　　　　５　　延在部
　　　　 11　　衛生材料収容部
　　　　 12　　消毒剤収容部
　　　　 13　　衛生材料としての綿棒
　　　　 14　　消毒剤
　　　　 15　　フラップ部
　　　　 21　　連通部
　　　　 22　　空隙部
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１

２

３

23 滅菌紙
24 段部



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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